
施設管理者と協議し日程を決定すること

平成17年度１Ｓ造

工事範囲及び説明

・

令和 6 年 7 月

　　　　　　　　　　・JIS に規定されている定性分析方法にて行うこと。

三浦工業貫 流 蒸 気 ボ イ ラ

○真空式温水発生機　●無圧式温水発生器　●貫流蒸気ボイラ

●水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 SGP-VA　○耐熱塩化ビニル管 HTVP

●配管用炭素鋼鋼管 SGP(白)　○保温付き被覆銅管（保温厚14mm以上）

●Ａ重油　○灯油　○ＬＰガス　○都市ガス(13A)　○電気

　　※ 適用する　　　　　　・ 適用しない

工事）の受注者等を指名する。

労働安全衛生法第３０条第２項の総括安全衛生管理義務者には、（　　建築工事　　電気設備工事　　機械設備
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ダイキン工業東芝キャリア三菱電機
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こと。

　本工事に使用する機器材料は、下記に指定する製造者のものを使用のこと。ただし、同等品を使用する場合には、監督員の承諾を得て使用の

福西鋳物カネソウ

中西製作所 西本金属工業ＬＩＸＩＬマルゼン

荏原製作所 川本製作所

ＬＩＸＩＬ

矢崎総業パナソニック

昭和鉄工

日立東芝キャリア三菱電機

トーフレトーゼン

川重冷熱

三菱電機ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ電工日立東芝キャリア

ＴＯＴＯ

アロン化成タキロン前澤化成工業

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

長浜水道企業団指定品

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

ＪＩＳ規格等適合品製造者

イトミックコロナパナソニック

製 造 業 者適用 機　材　名
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屋外埋設配管：○硬質塩化ビニル管 HIVP　○ビニルライニング鋼管 VD

○貸与　○本工事

また、市道占用及び工事は長浜市道路占用規則・同道路占用基準に従い施工すること。

施工は標仕による。

　　　　　　　○ポリ粉体ライニング鋼管 PD

屋内配管：○ビニルライニング鋼管 VA　○ポリ粉体ライニング鋼管 PA

上水道本管からの分岐工事は長浜水道企業団指定給水装置工事事業者が行うこと。

道路占用申請

指定業者

保温工事

配管材料

口径(　　　)mmφ×(　　　)ｍＨ×(　　　)ｋＷ給水ポンプ

口径(　　　)mmφ×(　　　)ｍＨ×(　　　)ｋＷ揚水ポンプ

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3、耐震（1.0・1.5・2.0）G高置タンク

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3、耐震（0.6・1.0・1.5）G受水タンク

量水器

負担金等

工事範囲及び説明

特　　　記　　　事　　　項

　　　また、工事監理については国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事監理指針（最新版）」を参考とする。

　　　という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）による。

　　　事編）（最新版）」（以下「改修標仕」という。）、「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下「標仕」

 　 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工
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請負人は、建設業法で定める専任の技術者の任命を行い、現場に派遣し、技術管理にあたると共に建築主体工事、

(1) 調査範囲、既存の石綿含有建材の調査報告書の貸与等は、下記による。

(1) 本工事に使用する特定建設資材及び排出する特定建設資材廃棄物については、「建設工事に係る資材の再資

［1.1.1］

［1.1.4］

［1.2.2］

［1.2.3］

［1.8.3］

［1.8.4］

［1.3.3］

［1.3.1］

［1.3.5］

［1.3.5］

［1.3.5～8］

［1.3.9］

［5.1.1～2］

［5.1.1～2］

［1.6.2］

［1.6.9］

［1.8.4］

ベンゼンの濃度をパッシブ法にて測定し、報告すること。

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン、パラジクロロ

　　　により的確に実施すること。

(3) 請負人は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を厳守し、同法第１２条の３によるマニフェストシステム

　　設副産物の発生抑制および再利用の促進に努めること。

(2) 「資源の有効な利用の促進に関する法律」（リサイクル法）及び建設副産物適正処理推進要綱を厳守し、建

　　源化等に関する法律（建設リサイクル法）を厳守し、分別解体及び再資源化等実施すること。

承を受けること。

受注者等は、産業廃棄物を適正に処理するにあたり下記事項を含め、事前に監督職員に施工計画書を提出して承

竣工まで万全の対策を講ずること。

工事着手前に付近の状況を調査し、騒音、振動、塵埃の発生、土壌汚染、排水汚染等公害発生のなきよう、工事

の対策を講ずること。

て、騒音、振動、粉じん、臭気、大気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺の環境保全を図り工事全般

各種関係法令に基づき、常に工事の安全に留意し、施工に伴う災害及び事故の防止に努め、施工の各段階におい

確認すること。万一、損傷等が生じた場合は請負人の責任において現状に復旧すること。

受注者等は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋調査を実施し、工事に起因する損傷等の有無を

電気設備工事、その他関連工事についてその施工者と綿密な連絡を取り全工事に支障なきよう施工する。

る。その他関係諸法規に基づき完全に施工する。

本図は工事の大要を示すものであるから、詳細位置等については監督職員と打合せの上、その指示に従い施工す

改修標仕により完全に施工する。

本工事は、工事請負契約書及び同約款を遵守し、質問回答書、現場説明書、本特記仕様書を含む図面、標仕及び

項　目 特　　　記　　　事　　　項

　　また、「現場代理人等変更届」も同様とする。

ニ　現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。 

ハ　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

ロ　現場代理人は、受注者等との直接的な雇用関係を証するものを「現場代理人等届」に添付すること。

イ「長浜市現場代理人の常駐に関する運用基準」に従い、現場代理人を決定し届け出ること。

（部数、詳細については、監督職員の指示による。）

竣工引渡し時に取扱説明書等必要書類を必要部数作成し、ファイリングして提出すること。

測定箇所　　　　・　　箇所　　　・図示　　　　　

また、基準値を満たさない場合は、対策を講じたのち再測定を行うこと。

　　　　　　　　　・冷凍・空気調和機施工：１級　　　　　・建築板金施工

適用工事種別　　　・配管施工：１級　　　　　　　　　　　・熱絶縁施工：１級

　　　測定箇所　　　・　　箇所　　　　　・図示

　　　　　　　　　　・JIS に規定されている定性分析を行った上定量分析を行うこと。

　　　分析方法

大気汚染防止法、労働安全衛生法、石綿障害予防規則、その他石綿処理に関する法令等に基づき実施すること。

また、調査結果を石綿事前調査結果報告システム等を使用し報告を行うこと。

※構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）

また、施設運営にも担当者と協議を行い支障のないよう努めること。

また、受注者が自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

［1.3.5］受注者等は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。

指定日時工程・作業

次に指定する工程・作業は指定の日時に行うこと。

また、市担当者から施工体制の点検を求められたら対応し、指摘がある場合は是正すること。

受注者等は、公共工事入札契約適正化法に基づき施工体制台帳の写しを提出すること。

・保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

・完成図　　　　　　提出部数　※２部（Ａ1、A３版縮小製本及び電子媒体）

・施工図　　　　　　提出部数　※1部

　

※施工計画書　　　　提出部数　※1部

請負金額が500万円以上の場合は、契約(変更)、完成時のそれぞれ10日以内に登録すること。

上記相互間に相違のある場合の優先順位は、記載の順序とする。
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1

2

3

4

構 造 階 数 竣 工 年 度建 物 名 称 備 考№

18　現場代理人等

作成

17　取扱説明書の

16　化学物質の濃度

測定

15　技能士

14　石綿含有建材の

事前調査制度

処理

12　産業廃棄物の

11　公害対策

管理義務者

９　統括安全衛生

８　近隣家屋の調査

７　地元説明会

６　施工条件

５　技術管理

４　施工体制

３　提出書類

の登録(CORINS)

２　工事実績情報

１　施工基準

10　安全対策

13　発生材の処理等

　　 （  ．  ． ）内表示番号は，標仕の当該項目，当該図又は当該表を示す。

　（3）特記事項に記載の［  ．  ． ］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　○・ 印と○※ 印の付いた場合は，共に適用する。

　　　○・ 印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

　（2）特記事項は、○・ 印の付いたものを適用する。

　（1）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　２．特記仕様書の表記

　１．標準仕様

　　　施工に際し、施工手引き書である電気設備工事施工チェックシートに従う。

特 記 事 項

建 物 概 要

概 要 説 明

工 事 場 所

工 事 期 間

　　また、撤去工事は特に既設配管の行先を確認の上、安全に処理する。

費用の計上等の運用にあたっては、「長浜市週休２日取組指定型工事実施要領（建築系工事版）」により行う。

に取り組むことを指定する週休２日取組指定型工事である。

通知である工事完了届書を提出した日）までのうち、非対象期間を除いた期間において４週８休以上の現場閉所

本工事は、発注者が工事着手日（現場に継続的に常駐した最初の日）から工事完了日（工事請負契約の履行した

の実施

取組指定工事

42　長浜市週休2日

ロ　当該工事において、既設配管、既設埋設配管があった場合は監督職員の指示により、迂回等の工事を行い、

　　軽微なものは本工事内とする。

イ　機器の据付、配管支持については、「建築設備耐震設計施工指針」を参考とする。

留意事項等

41　施工上の

工事施工途中において、適宜中間技術検査を実施する。40　技術検査

工事着手前に付近の状況を調査し、公害対策は工事竣工まで講ずること。39　公害対策

めてはならない。

施工に際し、既設内容、取合いをよく調査すると共に既存施設の担当者と十分協議を行い、その機能を低下せし

て請負人の負担とする。

38　既存設備関係

本工事に必要な仮設電力、ガス、水道等の引込工事費、負担金、基本料金、使用料金等は引渡し日まで原則とし37　仮設電力料金等

36　申請等

ること。

また、工事区分の取り合いについて図示がある場合においても、施工時に必要に応じて協議を行い連絡を密にす

受注者等は、工事別の業者間で互いに連絡を取り、定期的に協議を行い、工事施工上の調整を図ること。

連絡協議

バリアフリー化にあたっては、「だれもが住みたくなる福祉滋賀のまちづくり条例」を遵守すること。

デザイン

34　ユニバーサル

線局を搭載していると疑わしい車両を発見したときは、速やかに監督職員にその旨報告すること。

受注者等は電波法を遵守し、不法無線局を搭載した工事車両を使用しないものとし、工事現場において、不法無

排除

33　不法無線局の

受注者等は、「低騒音・低振動型建設機械の指定に関する規程（平成13年 国土交通省告示第487号）」に基づき

指定された建設機械（'97ラベル）を使用すること。

受注者等は過積載等の違法運行防止を図るため、道路交通法を遵守する旨を記載した施工計画書を提出すること。

措置

31　過積載防止の

喫煙等については一定の場所を指定し、火元責任者を配すること。30　火気の管理

ついても、作業前、作業終了後の確認等確実な管理を行うものとする。

シンナー等については、工事現場に放置することなく、保管を厳重に行い盗難を防止するとともに、保管数量に

保管

29　シンナー等の

口補強は建築工事とする。

各設備工事によるコンクリート部分の梁、壁、床の貫通補強及び仕上げ部分、軽量鉄骨天井下地、同壁下地の開

取合

28　建築工事との

なお、責任施工のものは、請負契約者・施工下請業者・材料製造所の連名書きとする。

各種検査を必要とするもの、責任施工のもの等は、各合格書又は保証書およびその写し各１部を提出すること。

書等

27　各種検査合格

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

工法

26　特殊な材料の

　　員と協議するものとする。

(3) 受注者等は暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、監督職

　　　の協力者を含む）に対して十分に指導を行うものとする。

　　　出るとともに、監督職員に報告するものとする。また、受注者等は以下のことについて、下請負人（再委託

(2) 受注者等は前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書により所轄警察署に届け

　　とする。

　　するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うもの

(1) 受注者等は暴力団員等による不当介入(不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを拒否

する通報制度

25　不当介入に関

の増減対象としない。

設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更および追加工事においては、請負金額24　軽微な変更

工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　A3サイズ　２部数（CADデータ共）

工事中に万一事故が発生した場合は、速やかに監督員に連絡すること。

また、本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。

三者等への対人賠償、対物賠償についても補償する保険に加入し、その証書の写しを監督員に提出すること。

受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、労働災害保険及び第22　保険等

製品等は特記されたものまたは同等品以上とする。ただし、同等品以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。

各種下請業者、製造所等市内で供給出来るものについては、極力市内業者を選定すること。

選定

21　下請業者等の

竣工写真はキャビネ版カラープリントによる写真を製本し、また、画像データを電子媒体で各１部提出すること。20　竣工写真

　工事写真の撮影要領は、｢工事写真撮影ガイドブック・機械設備工事編｣(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

定期提出 代表的な出来高の部分 1 工事月報用

必要に応じ撮影する1工事中

同じ位置で撮影すること。3　・3　※6　・15　・30着工前、完成

備　　　考提出部数撮影箇所区　分19　工事写真
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設計図

32　騒音振動の防止

その他

屋内配管：●ビニルライニング鋼管 VA　○ポリ粉体ライニング鋼管 PA

屋内埋設配管：○硬質塩化ビニル管 HIVP　●ビニルライニング鋼管 VD

●直圧式　○加圧式　○重力式

屋外埋設配管：○硬質塩化ビニル管 HIVP　○ビニルライニング鋼管 VD

屋内配管：○硬質塩化ビニル管 VP　○排水用鉛管 LP

屋外配管：○硬質塩化ビニル管  VP ･ VU　○卵形管 EGP

○単独式　○合流式　○屋内分流屋外合流式

○空冷ヒートポンプエアコン　○空冷式ビル用マルチエアコン

11

空

気
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和
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７
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備

別記機器リストによる

ライニング鋼管には管端防食継手(埋設部は外面樹脂被覆型)、管端防食型弁、ライニング弁を使

用する。

飲適試験(10項目+残留塩素)を行う(　　　箇所)。

上水道本管からの分岐工事に伴う道路占用申請手続き一式を請負人の負担により遅滞なく行うこと。

○ファンコイルユニット　○ファンコンベクタ　○コンベクタ　○ベースボードヒータ放熱器

施工は標仕による。

冷却水管：○水道用亜鉛めっき鋼管　○ビニルライニング鋼管 VA

冷温水管：○水道用亜鉛めっき鋼管　○耐熱性ビニルライニング鋼管

空調機室内機

○直だき吸収式冷温水発生機(二重効用)、

中央監視

　　　　　　　　／　　　　　　　　／

中央監視盤を設け、システムの集中運転監視を行なう。

本工事では次の制御を行なう。自動制御

保温保冷

油配管：○SUS304溶接鋼管　○圧力配管用炭素鋼鋼管 (黒)

　　　　　○ポリ粉体ライニング鋼管 PA

配管材料

空気調和機

○鋳鉄製ボイラー　○鋼製ボイラー

(○ターボ　○スクリュー　○遠心　○吸収 )冷凍機

○水冷チリングユニット　○空冷式ヒートポンプチラーユニット

冷温熱源機

施工は標仕による。

施工は標仕による。

施工は標仕による。

火災予防条例の規定による届け出を行うこと。

搬出搬入経路の確保のため、十分な仮設計画を検討すること。

機器据付後、台数制御のための配線接続、設定等を行うこと。

その他

BOD(　　　ppm)、SS(　　ppm)、N(　　ppm)、P(　　ppm)

ＪＩＳ(　　　　)人槽、(　　　　)ｍ3／day

○接触瀑気式　○長時間瀑気式　○          式 

○地上式　○地下式　○半地下式 (ＲＣ)製

　　　　手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機

　　　　　　　　　　　↓

Ｂ方式＝煙感知器 → 中継器

Ａ方式＝手動操作 → 排煙ダンパー → 自動起動盤 → 排煙機排煙方式

排煙機

工事範囲及び説明

機器リストによる。機器

送風機据付については、防音、防振に注意して施工のこと。施工

保温工事 空調換気扇の外気側給排気ダクトは、保温すること。

ダクト

送風機

工事範囲及び説明

その他

処理水質

容量

処理方式

構造

工事範囲及び説明

温水発生機

水圧試験を行い漏水のないようにする。

　　　　　　　○ポリ粉体ライニング鋼管 PD　○ポリエチレン管 PE

埋戻しは全量、山土（購入土）とし、埋設配管周囲は保護砂で締め固めること。

保温工事

配管材料

熱源

工事範囲及び説明

屋外露出配管は、保温すること。保温工事

　　　　　　　ポリエチレン被覆鋼管 SGP-PS・STPG-PS(圧力用)

屋内埋設配管：ビニル被覆鋼管 SGP-VS・STPG-VS(圧力用)

　　　　　　　ポリエチレン被覆鋼管 SGP-PS・STPG-PS(圧力用)

屋 外 配 管 ：ビニル被覆鋼管 SGP-VS・STPG-VS(圧力用)配管材料

消火栓箱参考図による。消火栓箱

消火ポンプ

（　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3

消火充水槽 （　　　　）製、容量（有効　　　）ｍ3

消火水槽

工事範囲及び説明

その他

ガスの種別

気密試験後、点火試験を行い燃焼の確認、機器調整を行う。試　　　験

配管材料

ガス計量器

負担金等

工事範囲及び説明

器具リストによる。衛生器具

工事範囲及び説明

曲がり部はできる限り大曲がりエルボを使用し、排水の流通を良くする。その他

保温工事

　　　　　○排水用ビニルライニング鋼管 DVLP、石綿二層管

　　　　  ○排水用鋳鉄管 CIP

配管材料

排水方式

工事範囲及び説明

水質試験

保温工事

水圧試験

継手、弁等

　　　　　　　○ポリ粉体ライニング鋼管 PD　　　　　　　

配管材料

給水方式

工事範囲及び説明

屋 内 配 管 ：配管用炭素鋼鋼管(白) SGP・STPG(圧力用)

10
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特　　　記　　　事　　　項項　　目適用種目特　　　記　　　事　　　項項　　目適用種目

項　　目

23　設計図の製本

９
　
換
　
気
　
設
　
備

35　別途工事との

付近見取図

契約締結日の翌日から　135　日間

長浜市西浅井町塩津浜

奥びわ湖水の駅（あぢかまの里）

ガス供給停止を伴う作業

　　　調査範囲　　　・当該施工範囲　　　・図示

　　　貸与書類　　　・建設当初図面　　　・調査結果

※

※

※

○氷蓄熱空冷ヒートポンプエアコン　○ガスヒートポンプエアコン

○床置型　○天井吊型　○天井埋込型　○壁掛型　○天井隠ぺい型

冷媒配管：○脱酸銅管Ｌ　○断熱材被覆銅管（国土交通省仕様）

排水配管：○硬質塩化ビニル管 VP

ＬＰガスバルク貯槽設備の改修

○要　●不要

○貸与　○本工事　●別途※

※ 屋 外 配 管 ：●配管用炭素鋼鋼管 (白)　○ポリエチレン被覆鋼管

屋内埋設配管：○ポリエチレン被覆鋼管　○ビニル被覆鋼管

屋 内 配 管：○配管用炭素鋼鋼管 (白)　○フレキ管（SUS）

※

※ ●プロパンガス　○都市ガス(13A)

本工事における官公庁の各検査および完了にかかる消防法等、すべての法的検査は受注者にて行うものとする。

また、その費用（手数料共）は一切受注負担とする。

液化石油ガス法に基づく届出を行うこと。

○換気扇　○全熱交換器

・地上式竪型バルク貯槽設備の更新工事

奥びわ湖水の駅バルク貯槽更新工事

西浅井福祉ステーション

西浅井中学校

国
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号
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　配　置　図　　1/300

工事対象

G

 消火器BOX（2本用）撤去新設 

バルク貯槽設備図　　1/50

バルク貯槽

　水の駅へ
50A

2,000

1
,
8
0
0

H
=
8
0

下地調整RB種、錆止めC種塗装のうえSOP塗装（B種）

φ60mm×W1,140×H640　2箇所

φ60mm×W1,020×H640　2箇所

φ60mm×W650×H640　　1箇所

既設車止めバリケード塗装塗替え 

機器表（新設・改修）機器表（新設・改修）

記号

GB1 ＬＰガスバルク貯槽

名　　称 台数 設置場所

地上設置　竪型バルク貯槽　980kg 1 屋外

親子式差圧二段式一体型調整器　50kg/h（超音波式検知部付）

バルク用圧力計セット、検知部接続用フレキ（中圧・低圧）

バルク用漏洩検知メーターユニット、ボールバルブ

低圧フレキ、低圧バルブ、圧力計、検圧コック、供給設備看板

配管ブラケット及び架台、消火器ボックス（2本用）脚付

バルク用アンカー新設

備　　考仕 様 ・ 付 属 品 等

記号

GB1 ＬＰガスバルク貯槽

名　　称 台数 設置場所

地上設置　竪型バルク貯槽　980kg 1 屋外

備　　考仕 様 ・ 付 属 品 等

機器表（既設・撤去処分）

バルク基礎は残置

バルク用アンカー撤去

遮断弁、安全弁、配管類、その他付属品　一式

配管ブラケット及び架台、供給設備看板

消火器ボックス（2本用）

二段調整器　50kg/h

2
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